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ス

ミ

ス
の
自

由
放

任

論

の
特

徴

堀

夫

ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス
が

、
経

済
政
策

上
自
由

放
任
論
者

に
属

す

る
こ
ε
に
就

て
底
、
何
人

も
之

に
異

論
を
挾

ま
な

い
・で

あ
ら

う
。
併

し
乍
ら
、
・同

じ
く

自
由
放
任
論

ご
盲

っ
て
も
、
そ

れ
に
は
、
極

端
な

る
自
由
放

任
論

よ
ウ
、
.可

な
b
多
量

に
保
護

干
渉

王
義

を

加
味

せ

る
自
由
放
任
論

に
至

る
ま

で
、
宜
ハ
の
問

に
種

々
程
度

の
差

が
有
り
得

る
や

う
に
、

ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス
の
新
論

に
謝

し

て
も
、

そ
れ

を
極

端
な

る
世
界
主
義
的

の
も

の
こ
解
す

る
説
よ
り

、
そ

れ
を
極

め
て
相
野

的

の
も

の

(
ε

い
ふ
意
味

は
、
自
由

放
任
主
義

を
原
則

ξ
す

る
け

れ
こ
も

、
該

原
則
が
世

に
弊

の

害

を
画

ら
す
場
合

に
は
可
な
り

の
程

度

の
国
家

の
保
護

干
渉

主
義

を
採
用
す

る
こ

ε
を
拒
ま

な

い
、
ご
い
ふ
こ
ご
)

で
あ

る
ε
解
す

る
説

に
至
る
ま

で
、
共

の
中
間

に
色

々
な
説

が
あ

る
。
私
は
、
薙

に
は

ス
ミ

ス
の
自
由
放

任
論

の

本
質

的
特
徴

(
ε
私

が
思
考

す

る
所

の
も

の
〉
和
述

べ
る

こ
ε
に
よ

っ
て
、
此
等

の
諸
説

の
悉
く

を
批

劃
す

る
こ
ε

は
出

來
な

い
ま

で
も
、
少
く

ε
も
其

の

一
、
二

に
甥
し

て
は
批
判

が
加

へ
ら

る

、
で
あ
ら

う

ε
、
信

じ
て

み
る
。

も

も

で

も

も

も

へ

め

リ

セ

隔

る

ヵ

も

も

も

ヵ

も

ヘ

へ

り

も

　

カ

ス

・、
ス
の
自
由
放
任

論
の
精
微
は

、
そ
が
、
各
人

の
経
済
活
動

を
、
中

世
的

の
各
種

の
束
縛
制
度

よ
り
解
放
す

も

も

も

セ

う

も

も

り

あ

セ

ゆ

わ

も

る

こ

ε

を

、

其

の

大

眼

目

こ

な

し

た

、

ε

い

ふ

こ

ε

に

在

る

ε

、

私

は

考

へ

る

。

以

下

私

は

、
.先

づ

中

世

的

束

縛

論

叢

ス
、・、
ス
の
自
由
放
任
論
の
特
徴
.
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論

叢

ス
ミ
ス
の
自
由
放
任
論
の
特
徴

第
十
八
巻

(第

一
號

一
=

O
)

二

一
Q

制

度

の
個

々
の
真
髓

的
事
例

に
勤
す

る

ス
ミ

ス
の
見
解

を
述

べ
、
然

る
後

に
此

の
見
解

が

ス
.、.、
ス
の
政
策

の
中

心

思
想

で
あ
る
こ

ε
を
、
説
明
す

る
で

あ
ら

う
。

中
世
的

の
束
縛

制

度
の
中

、

ス
ミ

ス
が
最
も
強

く

攻
撃

を
加

へ
た

の
は
、
徒
弟

制
度
ご
特
権

組
合

ざ
特
許
曾
池

ε
で
め

る
。

彼
は

、
徒
弟
制

度
や
特
権

組
合

が
勢
働

や

企
業

の

自
由

を
妨
げ

る
こ

ご
に
就

て
、

へ

ぬ

う

し

へ

ち

『
徒
弟

條
令
は
、
假

ひ
同
じ
場

所

で
あ

っ
て
も
、

一
の
職
業

よ
り
他

の
職

業

へ
の
勢
働

の
自
由

な
る
流
通
を
妨

げ
る
・
細
寡

慰

瞼
藩

は
・
假
ひ
同
じ
職
業
で
あ
っ
て
も
、

一
の
場
所
　

他
の
場
所

へ
の
寄

の
畠

り

な

る
流
通
を
妨

げ

る
』
。

や

ゆ

『
一
の
職
業
よ
り
他
の
職
業

へ
の
掛
倒
の
自
由
な
る
流
通
を
妨
げ
る
も
の
は
何
で
も
、
同
様

に
資
本
の
自
由
な

る
流
通
を
妨
げ
る
、
蓋

し
、
如
何
な

る
部
門
の
職
業
に
於
て
使
用
さ
れ
得
る
資
本
の
野
景
も
、
多
く
は
量
れ
に

の

於

て
使
用

さ
れ
得

る
…労
働

の
分
量
に
依
存

す

る
か

ら
で

あ
る
,」

`
盲

ひ
、
叉
此
等

の
も
の

が
、
肚

會

全
艦

の
利
益

の
爲

め
に
不
必
要

で
あ
り

且

つ
不
利
益

で
あ

る
に
も

拘
ら
す

、

な
ほ

　
部

の
人
々
が
利
益
を
壟
断

せ
ん

ε
し

て
、
此
等

の
制

度

瞥
固
執
す

る

こ
・し
に
謝
し

て
、
次

の
や
う
な
痛

烈

な

る
批
判

を
加

へ
て
居

る
。

『
長
期

の
年
期
奉

公
は
、
全

く
不
必
要
で
あ

る
。
掛

時

計
や
懐
中
時

計
の
製

造

の
技
術

の
如

き
.
普

通

の
職
業

.

「
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鳳

あ

み

よ
り
も
遙

か
に
よ
り
卓
越

せ
る
技
術

ε
難

も
、
長
年

月

の
敏
育
を
必
要

こ
す

る
や
う

な
秘
術

を
含

ん
で
は

み
な

い
。

か

、
る
精

妙
な

る
機
械

の
最

初

の
獲

明
は

勿
論

、

そ
れ
を
製

造
す

る
爲

め
に
用

ひ
ら

る

y
器

具
の
或

る
も

の

、
最

初
の
獲

明
す
ら

、
疑

も
な
く
、
潜
.心
ε
長
時
間

ご
を
要
す

る
仕

事

で
み

つ
た

に
違

ひ
な

い
、
而

し
て
そ

は
當
然

人
智

の
最

も
掌

編

与
る
努

力

の
中

に
敷

へ
ら

れ

て
も
宜

し

い
。
併

し
乍
ち
此

等
両
者

が
立
振

に
蛮

明
さ

れ
、
そ
う
し

て
十

分
理
解

さ
れ
た
後
は
、
.如
何

に
器

具
を
使
用

し
叉
如
何

に
機
械
を
組
立

て

る
か
を

、
完

全
に

成

る
若
者

に
説
「明
す

る

に
は

、
二
、
三
週
間

の
課
業

以

上
を
必

要

こ
す

る
筈
が
な

い
、
恐
ら

く
二
、
三
日

の
課
業

・

で
十

分

で
あ
ら

う
。

普
通

の
機
械
的
職
業

に
在

て
は

、
二
、三

日
の
課
業
で

明

か
に
十

分
で
あ

る
。
.・・…
…
・斯

く

ヘ

へ

の
如
く
容
易

に
習
得

さ
る

、
職
業

に
在

て
は
、
彼

(
徒
弟

)は
よ
b
多

く
の
競
争

者
を
持

つ
で
あ
ら
う

、
而

し
て

ヒ

へ

彼

れ
の
勢
賃
は

、
彼

が
完
全
な

る
職

人
に
な

っ
た
塒

に
は
、
現
在

よ
り
も
甚

だ
よ

り
少

く
な

る
で
あ
ら

う
。
此

程

の
軌箏

の
増

加
は

、
職
人

の
労
賃

並
び

に
親
方

の

利
潤
を

低
下
す

る
で
あ
ら
う
。

・…

…
;
併

し
紹

て

の
職

工

へ

ち

の
仕
事

が
か
く

し
て
甚

だ
よ
b
廉

く
市
場

に
現

は
れ

る
か
ら

、
公
衆

は
利
盆
す

る
で
あ
ら

う
。

『
げ

に
総

て
の
特
灌
組
合
及

び
大

部
分
の
特
灌
組
合

法

が
設
け
ら

れ
た
の
は
、
債
格

、
從

っ
て
勢

賃
及

び
利
潤

の
低
下
を
最

も
確

か
に
惹
起
す

で
あ
ら
う
所

の
、
自

由

競
争
を
抑

制
す

る
こ
ε
に
よ

っ
て
〔
此
等

の
も

の

、
低

.

下
を
防

が

ん
が
爲

め
で
あ

る
」
。

吾

々
は
.、
隊

ミ
ス
が
、
右

の
如

く
、
徒
弟

制

度
や
特
椹

組

合
を

以
て
、
自
由

競
争

の
轍
從

っ
て
公
衆

の
利
益

の
敵

論

叢

ス
ミ
ス
の
自
由
放
任
論
の
特
徴

、

第
十
入
谷

(第

「
號

一二

ご

二
一
一
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叢
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第
十
八
巻
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號
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二
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二
一
二

で
あ
る

ε
看

做

せ
る
の
を
見

る

・し
き
に
、

彼

が
他

の

個
所

に
於
て
此
等

の
制

度
の
塵
止
を

高
調

し
て
、

「
己

れ
の

好
む
種

類
の
産
業
を
行

ふ
こ
ご

の
自
然
的
自
由
を

、
陛

下

の
総

て
の
臣
民

に
得

せ
し
め
よ

。

…
・,・
即

ち
自
然
的

自
由

の
眞
實

の
侵
犯

で
あ

る
所

の
、
組
合

の
排
他

的

特
椹
を
打
毀

し
、

そ
う

し
て
徒
弟
條
令
を

塵
止

せ
よ
。
更

に

そ
れ
に
、
合
法
住
所

注

(一著
.
。
「
・・①
圧
①
∋
①口
【・・
)

の
磨
止
を

加

へ
て
、
養

し
き

一
勢
働

者

に
も

、

一
の
職

業
又
は

一
の
場
所

に
於

て
失
職

し
た
場
合

に
、
或
は
告
獲

せ
ら
れ
或
は
軸

任
を

余
せ
ら

る

、
が
如

き
恐

れ
な

し
に
、
仕
事

を
他

の
職
業
ヌ

は
他

の
場
所

に
於

て
捜

す

こ
ご
を
得

せ
し

め
よ
」
、
ε
繕

叫

せ

る
こ
ε
の
、
決

し
て
偶
然

な
ら
ざ
る

を
知

る

の
で
あ

る
り

以
上

は
、
特

椹
組
合
及

び
徒
弟
制

度

の
束
縛
よ
り

、
脛
濟
活

動
を
解
放
す

べ
し

ご
の
、

ス
ミ
ス
の
主

張
で

あ

っ

て
、
而

し
て
此

の
種

の
主

張
は

、
『
諸

国
民

の
富
」
や
『
講
義
」
の
中

に
到

る
虎
　に
無
数

に
見
出

し
得

ら

る

、
の
で
あ

る
が
、

私
は
最

早
こ
れ
以
上

に
引

讃
す

る
必
要
は

な

い
ご
思

ふ
か
ら

、
直

ち

に
特
許
會
肚

に
關
す

る

ス
・-、
ス
の
見

解
を
観

る
こ
ε

、
す

る
。
藪

に

い
ふ
特

許
曾
肚

ご
は

、
外

國
貿
易

の
凋
占
椹

を
国
家

よ
b
與

へ
ら
れ
た

る
會
肚
を

い
ふ
の

で
あ

る
が
、

ス
ミ

ス
は
、

か

、
る
會
↓肛
の
存

在
は
、
～質
本

の
自
然
的

な

る
、
且

つ
最

も
利
益
め

る
分
配
を

妨
げ

、
以
て
肚

會
全
艦

に
不

利
葎
齎
ら

す

こ
ど
を
極

論

し

て
、
其

の
廃
止

を
迫

っ
て
み
る
。
彼

は
、

一
般

に
重
商

主
義

の
弊
害

を
論
じ
π

る
後

に
、「
併

し
封
水

及

び
繋

束

印
度
貿
易

に
閲
す

る
諸
規
則
は
、
恐

ら
く
他

の
何
物

よ
り

も

一
層

、
資

本

の
自
然
的

な

る
、
且

つ
最

も
利
益

あ

る
分

配
を
齪
す
」

ご
官

ひ
、
更
ら

に
此

の
東

印
度
貿
易

に
關

覧

7>1bid,p・435・

8)ユbid,VolII,p.12g.

引



す

る
特
許
會
凱肌
た
る
東
印
度
會
猷
に
就
て
、
次
の
如
ξ
論
じ
て
み
る
。

『
英
国
東
印
度
會
肚

の
設
立
以
来
、
英
国
の
他
の
人
民
は
、
該
貿
易
よ
り
除
外

さ
る

、
ば
か
り
で
な
一
、
彼
等

が
消
費
す
ざ
所
の
東
印
度
貨
物

の
債
格
の
中
に
於
て
、
.
.
該
會
砒
が
櫛
占
の
結
果
其
筈
の
貨
物
に
就
て
儲
け
定
で

あ
ら
う
所

の
総
て
の
法
外
な
る
利
潤
の
み
な
ら
す
、
亦
か
、
る
大
會
祉
の
事
務
経
瞥
上
免
れ
難

き
所

の
、
詐
偏

の

ご
濫
用

ご
が
必
ず
惹
起

し
た

に
蓮

ひ
な

き
法
外
な

る
浪
費

の
総

て
を

も
、
支
梯
は

さ
れ
た
」
。

か
く

の
如
き
弊
害

を
俘

ふ
特
許

曾
肚

に
野

し
て
、

ス

ミ
ス
が
、
肚
會
全
腱

の
利
益

ご

い
ふ
見

地
よ
b
叉
自
由

主
義

の
見
地

よ
り
し

て
、

『
故

に
か

、
る
排
他

的
倉
祉

は

、

網

て
の
黙

に
於

て
有
害
物

で
あ
る
。
そ
は
其

の
設
立

さ
れ

居

る
国

々
に

ご

つ
て

、
常

に
多

少

の
程

度
に
不
便
で

あ
り

、
且

つ
此

の
會
肚

の
支

配
下
に
階

る
不
幸

な

る
國

々
に

ε

っ
て
、
破

滅
的

で
あ

る
」
、

ε
言

ひ
、
「
全

然

無
用

で
あ
る
」
こ
い
ふ
言
葉

こ
そ
、

か

、
る
會
肚

に
封
ず

る
「
最
高

の
讃
僻
」

で

め
る
、

ざ
官

へ
る
は
、
洵

に
尤

も
の
次

第

で
あ

る
。

以
上
私
は
、
徒
弟
制
度
や
特
権
組
合
や
特
許
會
肚
な
ご
に
謝
す
る
ス
ミ
ス
の
反
動
諭
の

一
班
を
観
た
の
で
あ
る

が
、
惟
ふ
に
メ
ミ
ス
の
此
等
の
反
野
論
の
裏

に
は
、
常
に
、
此
等
の
中
世
約
諾
制
度
の
中
心
思
想
を
な
し
て
居

る

.

所
の
響

悉

描

ぷ

ふ
こ
・
鋳

す
る
、
ス
・
ス
の
極
饗

・
嫌
悪
の
情
巽

誓

流
れ
て
み
た
ξ

が
明

か
で
め
る
。
徒
弟
制
度
の
下
に
於
け
る
奉
公
の
年
限
や
其
他

の
諸
候
件
が
、
如
何
に
手
工
業
者

に
手
工
業
の
少
数

へ

論

叢

ス
ミ
ス
の
自
由
放
任
論
の
特
徴

第
十
入
巻

(第

一
號

二

=
二
)

H
=

三

9)

10)

エ1)

Ibid,p.13Q・

Ibid,P・140・

Ibid,P.226.



O

、

論

叢

ス
ミ
ス
の
自
由
放
任
論
の
特
徴

第
十
八
巻

(第

一號

二
【四
　

一=
四

獅
占

を
與

へ
て
か

る
か
、
叉
特
許
状

を
楯

に
ぐ」
つ
て
外

囲

貿
易

を

一
手

に
収

め
や
う

ε
す

る
特
一
計
會
肚

が
、
如

何

に
他

の
貿
易
業
者

を
排

斥

歴
近

し
て

る
る
か
、
此
等

の
こ
ざ
を
考

へ
る

ご
き

に
、

ス
・・、
ス
は
其

の
自

由
主
義

の
立

場

よ
b
、
女
共

の
功
利
主
義

の
立
場

よ
り
、
此
等

の
諸
制

度

に
反
抗

の
職

を
擧

げ
ざ

る
を
得

な

か

つ
セ
。

勿
論
彼

ぐ」
錐

も
、
右

の
如

き
凋

占
制

度
若

く
断
保
護
干
渉
圭
義

が
絶
対
的

に
悪

い
ご
考

ヘ
セ
澤
で
は

な
く
「
寧

ろ
(殊

に
悔

し

　

り

外
貿
易
な
ざ
に
就
て
は
)
最
初
は
少
敵
の
胃
陰
者
に
謝
し
て
国
家
が
保
護
を
與

へ
、
且

つ
彼
等

が
成
功
し
た
る
曉珊

に
は

一
定
期
間

彼
等

に
猫
占
権

を
與

へ
る
こ
ご
を
以

て
、
策

の
得

π

る
も

の
で
あ

る
ご
論

じ

て
み
る
の
で
あ

る
。

ほ

も

う

併

し
此

の

こ
ざ
は

}
時
的

の
も

の
で
な

く
て
は
な
ら

な

い
の
で
あ

っ
て
、

『
期
間

が
過

ぎ
れ
ば

、

該
猫
占

は
必
ら

燕

警

な
ら
な
け
れ
婆

ら
な
山

南

諭
す
る
こ
姦

で

ス
は
忘
れ
な
珍

π
・

か
く
の
如

く
、

ス
ミ
ス
ぱ
、
中
世
的
干
渉
保
護

削
度

の
償
値

を
見

逃
し
は

し
な

か
っ
だ
が
、
而

か
も

正

々
堂

々

た
る
自
由

放
任
論
を

以
て
此
等
を
攻
撃

し
て

、
其

の
立
脚

の
根
抵

を
打
毀

し
て
仕
舞

つ
た
。
此

の
議
論

が
實

際

に

ピ
ン
ト
に
よ

っ
て
採
用

さ
れ
、
.そ
が
如
何

に
英
国

の
経

済

的
獲

展

に
資
す

る
所

が

め

っ
た

か
は

、
今
更

論
ず

る
ま

で
も
な

い
。

た

ゴ
吾

々
の
深

く
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
の

は
、

ス
ミ
ス
の
此

の
功
績
を
賞
す

る
の
あ
ま
り
、

ス
ミ
ス
が
受

く

べ
き
讃
辞

以
上

の
讃

僻
を
彼

」
與

へ
る
や
う

な

こ
嘘
の
な

い
よ
う

に
し
な

け
れ
ば
な
ら

な

い
、

ビ

い
ふ

こ
ε
で
あ

る
。

ε
官
ふ
繹
は
、
論
者
往

々
に
し
て
、

ス
ミ
ス
を
以

て
、
中

世

の
束
縛

制
度

よ
b

の
勢
資

の
解
放

を
叫

ん
だ
ば

か

12)例 へ ば 、WealしhofNations,Vol.II.p.

13)Ibid,p,245.
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、

り

で
な
く
、
.更
ら

に
進

ん
で
、
今

日
紅
會
問

題

の
中
.心
問
題

こ
な

っ
て
居

る
所

の
、
資

本
家
封
勢
働
者

の
問
題

を

も
既

に
意

識
し
若

く
は

豫
見

し
て
、

そ
が
自
由

放
任

の
必
然

の
結
果

π
る
潤
占

の
弊
害

の

一
な

る
が
故

に
、

こ
れ

を
矯

正
す

る
爲

め
に
は
或

る
程

度
ま

で
自
・田
放
任
政

策

を
制
限
す

べ
き
も
の
で
あ

る
、
ご
誘

い
た
も

の

、
や
う

に
、

解

し
よ
う
こ
す

る
が
、

そ
れ
は
却

て
贔

負

の
引

倒

し
で

は
な

い
か
ご
、
私

に
は
考

へ
ら

れ
る
か
ら
で
る

る
。

か

、

る
見

解
は

、
私

が
本

文

の
最
初

に
、

ス
ミ
ス
の
自
由
放

任
論

を
『
極

め
て
相
封

的
の
も

の
」
ご
考

へ
ん

こ
す

る
訟
、

ご
育

つ
た
所

の
も
の
に
正

に
該

當
す

る
繹
で
あ

る
が
、
私
は
其

の

}
例

ご
し
て

レ
ヰ

ン
ス
キ
イ
を
擧

げ
.る
こ

ε
が

出
來

る
ε
思

ふ
。
彼
は

、
其

の
著
「
経

済
學

の
創

設
・考

選
」
に
於

て
・、
次

の
や
う

に
育

っ
て
居

る
。

「
各

個
人
を
他

の
人

々
の
歴
制
よ
り
保
護
す

る
の
必

要
を
諭

せ
る
際
に
は
、
(主

罹
者

の
第

二

の
任
務

ざ
し
て

ス

均

ミ
ス
が
擧

げ
た

る
事
柄

を
指
す

一

鐸
者
註

)
、
彼

(
ス

ミ
ス
)
は
、
明

か
に
資

本
家

ξ
勢
働

者

こ
の
關
係

を
も

心
中
に
描

い
て
み
た
。
彼
は
、
螢
賃
を
低
下
せ
ん
ご
試
む
る
所

の
網
て
の
法
律

に
反
射
し
た
が
、
勢
働
者
の
利

益

に
な
る
や
う
な
諸
法
規
-

例

へ
ば
、
各
種
職
業
を
し
て
其

の
勢
働
者
に
品
物
で
な
く
て
貨
幣

で
支
辨
を
な

す

こ
ご
を
命
ず

る
所
…の
法
律

の
如

き
ー
ー

は
、
常

に

正
當

で
あ
り
公
正
「
で
あ
乃
、

ε
考

へ
て
る
る
。

(「
諸
國
民

の
富
」
巻

一
、
}
四
三
頁
参
照

)

「
ヌ
ミ

ス
は
、
同
様

に
高

利
貸

法
を
是

認
し
、
而
し

て
銀
行

の
絶
対

的
自
由
を
束
縛

す

る
こ
ご
に
賛
意

を
表

し

て
み
た
。
彼

は
そ
れ

に
附

加
し

て
曰
く

、
「
か

、
る
諸
法
規
は

、
成

る
黙

に
於

て
は
自

然
的
自
由

の
侵

犯

な
り
、

論

叢

ス
ミ
ス
の
自
由
放
任
論
の
特
徴

第
十
入
巻

(第

】親

日
=
五
)

二
}
五

ロ

11)『 第 二 ば.社 倉 の 各 員 な.出 來 得 ろ限 り、 肚 會 の 他 の 各 員 の不 正 義 づζは腰 割 よ り

保 護 す ろの 任務 』(A・Smith,Wealth,voM1,P.185.)
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「

論

叢

ス
ミ
ス
の
自
由
放
任
論
の
特
徴

第
十
入
巻

〔第

「
號

一
=
六
)

二
「
六

ε
明
か

に
考

へ
ら
れ

る
か
も
知

れ
な

い
。

然

し
冷
砒

會
の
安
固
を
危
恰

に
瀕

せ
し
む

る
や

う
な
.
少
数

個
人

の

自
然
的
自
由
の
伸
張
は
、
総
て
の
政
府
-

最
も
官
由
な
る
政
府

、
並

び
に
最
も
専
制
的
な
る
政
府
一

の
法

律

に
よ

っ
て
、
凱

限

さ
れ

て
あ

る
し
、̀
叉
制
限

さ
る

べ
き
で
あ

る
」
。

〔『
諸
国
民

の
富
」
巻

一
、
三

〇
七

頁

)」

即
ち

以
上
引
用

し
た
る
所

に
よ

っ
て

明

か
な

る
如
く
、

レ
ヰ

ン
ス
キ
イ
は

、

ス
ミ
ス
が
、
例

へ
ば
資
本
家

の
労
働

者

に
封
ず

る
墜
制
暴
虐

ε
い
ふ
が
如

く
、
『
肚

會

の
各
員
」
が
『
肚

會

の
他

の
各
員

の
不
正
義

父
は
墜
制
」
を
蒙

る
場

合

に
は
、
国
家

は
之
を
自

然

に
放
徹
す

る
こ
ε
な
く
、

法
令

を
磯
す

る
な

り
其
他

何
等

か
の
方

注
を
講

じ

て
、
墜

制

さ
れ
た

る
も

の
を
「
保
護

す

る
」
こ
ε
を
、
必
要
な

b

ご
考

へ
た
も

の
ε
、
看
做

し
て
み
る
。
更

ら

に
具
慌
的

に

吉

っ
て
見

る
な
ら
ば
、
勢

働
者

が
資
本

家

に
よ

っ
て
墜

制
を

受
く

る
場
合

に
は
、
國
家
は

、
工
場

法
を
設

け
た
り
、

勢
賃

に
關

す

る
法
律
を

出
し
た
り
、
蒔

く
は
救
貧

法
を

獲

し
て
螢
働
者

を
国
家
が
分
け

に
救
助

す

る
こ
ε
に
し
た

り
、
其
他

め
ら

ゆ
る
手
段

を
養

し
て
、
勢
働

者
を
「
保

護
」
す

る

ざ
共

に
、
資
本
家

に
「
干
渉
」
を
加

へ
る
こ

ξ
を
當

然

蓬
す

る
、
ご

ス

ミ
ス
は
考
.へ
て
ゐ
把
窪

い
ふ
の
が
、

レ
ヰ

ン
ス
キ
イ
の
議
論

で
あ

る
。
而

か
も
斯

く
の
如

く
廣

く
国
家

の
保
護

干
渉

政
策
を
認
容
す

る
こ
ご
が
、

ス
ミ

ス
の
本
旨

で
あ

っ
π
ご
す

る
な

ら
は
、
彼
は

、
恰

か
も
工

場

法
其
他

所

謂
肚

會
政
策
な

る
も

の
を
多

く
實

施

し
て
居

る
ε

こ
ろ

の
、
今
日

の
各
文

明
國

が
然

る

ε
同
じ
程
度

に
、
極

め
て
限

定
さ
れ
た

る
意
味

に
於
け

る
自
由

放
任

論

の
.信

奉
君
で
あ

る
、

こ

い
ふ
こ
ビ
に
な
ら

ざ
る
を
得

な

い
。
だ

か
ら

レ
ヰ

ソ
7
キ
イ
は

、
前

に
引
用

せ
る
文
章

の
少

し
後

に

「
絡

て
此
等

は
、

ス
ミ
ス
が
国

家
の
総

て
の

15)Lewinsl【i,」.,TheFoundersofPoliticalEcono皿y,792z.P,102.

、



「

干
渉

に
反
射

し
た

る
も
の
で
は
な

い
、

ε

い
ふ
こ
ご
を
示

し
て

み
る
。

彼

れ
の
學

説
は
、
例
外
を
容
認

じ
な

い
ご

こ
ろ
の
自
由

放
任
政
策

ε
同

一
脱
す

る
こ
ε
は
出
水

な

い
。

ス
ミ
ス
は

、
最

も
贋

い
意
味

に
於
け

る
経

濟
的
自
由

の
辯
護
者

で
あ

っ
た
、
併

し
彼

は
こ

の
自
由
制

度
の
完

全
な

る
實
現

を
不
可
能

な
ら
し

む
る
所

の
、
諸

々
の
困
難

に

就

て
、
盲

目

で
は
な

か

っ
た
。

彼
は
、

ケ
ネ

ー
が
、

政
治
的
團
鵠
は

一
定

の
精

確

な
な
制

度
的

ち
発
企

な

る
自
由

ご
完

全
な

る
正
義

ご
が
僻
實

に
行

は

る

、
制

度
の
下

に
於

て
の
み
繁

策
す

る
こ

`
が
出

家

る
、

ε
考

へ
て

る
セ
所

の
室
論

者

で
あ

な
こ
ε

の
故
を
以

て
、
彼

を
非
難
し

て
み

る
。

…
…

…

ス
ミ

ス
は

.
発
き
意
味

に
於
け

る
相
対

論

者

で
め

る
、
而

し
て
彼

は
自
由

に
向

っ
て
自
然

的

に
進

み
行

く
も

の
で

あ
る
ご
信

じ
て

み
た
け

れ
ざ
も

、
し

か
し

彼
は
歴
史
的
頚
展

の
途

に
於

て
は
、
こ

の
白

山

の
.人

工
的

制
限
は
、
人

な

る
利
益

の
あ
る
も
の
で
あ

る
、

こ

の
事

實

に
盲
目

で
は
な

か

っ
た
。
…
…
』
ε
言

っ
て
、

ス

ミ

ス
が
完
全

な

る
自

由
放

任
論

者
に
非

ら
ざ

る
こ
ε
を
論

じ
て

居

る
。

若

し
果

し
て

ス
ミ
ス
が
、

レ
ヰ

ソ
ス
キ
イ
が
考

へ
た
や
う

に
、

『
明

か
に
資
本

家

ご
勢
働
者

ε
の
關

係
を

も

一6

中

に
描

い
て

み
た
」

ご
す

る
な
ら
ば
、
彼
ば
實

に
、
中

世

の
束
縛

よ
り

の
解
放

ε
、
而

し
て
此

の
解
放

が
必
然

的

に
齎

ら

し
た

る
所

の
新

た
な

る
來
縛

蓬
の
両

者
を

、
既

に
洞
察

し
て
、
そ
れ
等

に
封
ず

る
方
策

を
論

じ
た
ε

い
ふ

こ
ご
に
な
る
。
併

し
乍
ら
私

は

か

、
る
見
解

に
は

こ

う
し

て
も
賛
成
す

る
こ
ピ
は
出
家
な

い
。

ス

ミ
ス
は
～
偉
大

な

る
思
索

家

で
あ

っ
た

、
併

し
乍
ら
矢

張
り
其

の
時

代
を
超
越
す

る
こ
ε
は
出

来
な

か

っ
た
。

彼

の
眼
は
第
十
九

輪

業

ス
ミ
入
の
自
由
放
任
論
の
特
徴

第
十
入
谷

(第

一
號

一
=
七
)

H=

七
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論

叢
.

ス
ミ
ス
の
自
由
放
任
論
の
特
徴

錦
十
入
谷

第
[
漉

二
一
入
)

二
「
八

世
紀
第

二
十
…世
紀
に
於
け

る
経

済
…關
係

ま

で
も
透
祠

す

る
こ
ε
は
不
不

可
能

で
め

っ
た
。
彼

は
、
企
業

の
自
由

ご

勢

働

の
自
由

.c
を
極

力
主
張

し
た
、
け
れ
こ
も

そ
は

悉

く
中
世

の
産
業
制
度

の
束
縛

よ
り

の
解
放

を
意
味
す

る
の

で
あ

っ
て
、
資
本
家

の
歴
追

よ
り
の
勢

働
者

の
解
放

ぜ

い
ふ
が
如

き
今
日

の
問
題

は

、
彼

れ
の
與

b
知
ら
ざ

る
所

で
あ

る
。
人

々
は
徒
弟

制
度
を
経

な
く

て
も
自
由

に
猫

立

の
工
業
者

に
な

れ

る
や
う
、
天
金

が
あ
り
企
業
心

の
あ

る
者

は
、
.護

れ
で
も
自
n由

に
外
国
貿
易

に
從

ふ

こ
`

が
出

乗

る
や
う
、
文
金

の
な

い
者

ε
雌

も
、
こ
れ
ま
で

の
和

ぐ
、
親

方
達

の
作

つ
だ
法
規

に
束
縛

せ
ら

れ
て
、
自

由

に
其

の
職

業
や
場
所

を
慶

更
す

る
こ
ご
が
出
來

な

い
、

ε

い
ふ
や
う
な

こ
ε
が
な
き

ゃ
う

、

ス
ミ
ス
は
極

力
自

由
放

任
の
論
を
主

張

し
た
。
け

れ
こ
も
彼

は
、
其

の
結

果
が

今

日

の
や
う

な
勢
賃
奴
隷

の
歌
態

が
生

れ
出

よ
う

ご
は
思

は
な

か

っ
た
、
從

っ
て
そ
れ

に
謝
す

る
方
策

を
考

へ
る

こ
ご
も
し
な

か

っ
た
の
で
あ

る
。

ス
ミ

ス
の
著
書

の
中

に
、
.吾

々
は
、

レ
ヰ

ソ
ス
キ

イ
の
言

っ
て
居

る
や
う
な
問

題

に
就

て

ス
ミ

ス
が
論
じ

て
み

る
箇
所

を
、
獲
見
す

る
こ
ご
は
出
水
な

い
の

で
あ
る
。

或

は
日

ふ
で
あ
ら

う
、

ス
ミ
ス
は
猫
占
を
排

斥
し

た

、
而
か
も

そ
は
中
世
的

の
濁
占

ば

か
b

で
は
な
く
て
、『
私

的
合
同

企
業

(①
三
鵠
℃
肝
。
。。
冥
闘乱
窃

60
ぎ
。
[ぞ
。
㏄
)

の
成

る
も

の
、
例

へ
ば
株

式
倫
祉
」

ε

い
ふ
が
如

き
近
世
的

凋
占
形
艘

を
も
含

む

の
で
み

る
、

ご
。
成

る
程
株

式

會
肚

ご

い
は

ゴ
、
今
日

の
私

企
業

の
最
も
典
型
的

な
る
も
の

で
あ
り
、
且

つ
今
日

の
勢
資

問
題

の
中
心
黙
を

な

す
も

の
で
あ

る
。
而

し
て

メ
ミ
ス
が
v

か

、
る
企
業

形
式

は
凋

占

を
生
む
.ご
の
理
由

に
よ

っ
て
、
之
を
排
斥

し
た
り

ε
す

る
な
ら

ば
、
此

の
事
實

は
、
確

か
に

ス
ミ
ス
の
自
由
放

17)Gideeしlust,HistoiredesDoctrines丘conomique5, 1920,P.771.



任

論

に
封
ず

る
從

來

の
見
解

の
大
部
分

に

　
大
訂

正
を
齎

ら
す

も
の
で
な
く

て
は
な
ら

な

い
。
何
故
な
ら
ば

、
肚

會
政

策

ε
構

せ
ら

る

、
各
種

の
保
護
干
渉

政
策
が
盆

よ
多

く
行

は
れ

來

つ
た
今
日

に
於

て
す
ら

、

-・
ラ
ス
ト
や

カ

ル
テ

ル
に
封
ず

る
若

干

の
制

限
の
外

は
、

一
般

の
株

式

企
業

に
謝

し
て
は
、
国

家
は
殆

ご
何
等

の
干
渉

を
加

へ
て

る
な

い
の
に
、
自
由

放

任
論

の
最

大
恩
人

ε
考

へ
ら
れ

て
る
る

ス
ミ
ス
が
、
既

に
百
五
十
年

も
以
前

に
、

一
般

株

式
企
業

の
弊
害
を

豫
見
し

て
、
其

の
廃

止
を
叫

ん
だ
、

ε

い
ふ
こ
ご

に
な

る

か
ら

で
あ
る
。
併

し
乍

ら
、
不
幸

に

し
て
斯

か

る
見

解
は

大
な

る
誤

解

の
上

に
立

っ
て

る
る
や
う

で
あ

る
。

試

み
に
『
諸
国
民

の
富
」
第
二
審
二
三

二
頁
以
下

を
見

る
が

い

、
。

其
庭

に
於

て
彼

は
、
成

る
程
株
式
會
肚

の
峡

黙
を
指
摘

し
て
猷
す
所

が
な

い
。
併

し
吾

々
は
、

こ
の
文
面

の
み
を
見

て
.
.輕
牽
な
割
断
を

し

て
は
な
ら
な

い
。

ス
ミ
ス
が

こ

、
に
述

べ
て
居

る
研

の
株

式
曾
祉

ご

い
ふ

ほ
、

キ
ヤ
ナ

ソ
敷

授
が
二
三

二
頁

の
脚
脚註

に
盲

っ
て
居

る

ヤ

リ

ヘ

ヤ

ヤ

ヘ

カ

る

コ

セ

へ

や
う

に
、
今

日
普
通
行

は

れ
て
居

る
株
式

企
業

で
は
な

く

て
、
特
許

を
與

へ
ら

れ
た

る
會
計

(笛昌
ぼ
。o
.鳴
尾
馨
.鮎

o
「
n猛
『斤9
0
匹
8
ヨ
嘱
目
罵
)
の
意
味

な
の
で

め
る
。

か
く

て
吾

々
は
、

ス
ミ
ス
が
排

斥

し
π
所

の
濁

占
は

、
そ
が
株

式
曾
肚
そ
の
物
が
有

っ
て
居

る
一

若
く
は
蠢
々
有

つ
や
う
に
な
っ
て
来
る
1

所

の
濁
占
性
で
は
な
く
て
、
當
.

時

の
株
式
會
肚

が

国
家

よ
り
與

へ
ら
れ
た

る
特

許

に
よ

っ
て
人

爲
的

に
有

っ
て
ゐ

π
所

の
濁

占
権

で
あ

る
こ
ε
を

知
り
得

る
の
で
あ

る
。
故

に
株

式
禽
肚
を
排
斥
す

る
所

の
文
字
を

ス

ミ
ス
の
書
物

の
中

に
於

て
見
出

し
た
か
ら

ε

て
、
直
ち

に
之
よ
b
推
論

し
て
自
由
放
任

の
結

果
今

日
生

れ
た

る

一
般
株
式

企
業

に
謝

し
て

ス
・・、
ス
が
反
芻

で
あ

っ
た
、

ご
説
く

の
は
、
極

め
て
早
計

で
あ

る
蓬
共

に
、

叉
時
代
錯
誤

で
あ
な
。

ス
ミ
ス
は
凋
占

を
忌

ん
だ
、

け
れ

論

叢

ス
ミ
ス
の
自
由
放
任
論
の
特
徴

r

第
十
八
巻
.

第

一
號

一=
九
)

二
一
九

、



■

論

叢

ス
ミ
ス
の
自
由
放
任
論
の
特
徴

第
十
入
谷

(第

一號

二
二
〇
)

二
二
〇

こ
も
そ
れ
は
中
世

的
猫

占
で
め

つ
て
、
今

日

い
ふ
企
業

濁
声

で
は
な

い
。
『
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
は
、
園

内
の
自
由
取

ヘ

ヤ

あ

引

が
自
然
的
猫
占

に
終

る
こ
ε
を
、
豫
見
す

る
二
ε
が

出

來
な

か

っ
た
。

現
時

の
著

し
き
特

色
は
、
或

る
種

の
産

恥

.

業

を

少
緻

の
大
資
本

家

の
手

に
集
中

す

る

こ
ε
で
あ
る
』
。

第

十
八
世
紀

の
末
葉

.
即

ち
「
謝
國
底

の
冨
」
が
出
版

さ
れ
た
時

は

、
所

謂
産
業

革
命

が
や
う
や

く
其

の
芽

を
吹

き

か
け

て
み
た
ば

か
り

で
あ

る
。
從

っ
て
常
時

に
、
今
日

の
如

き
大
経
管

に
よ
る
企
業

が
、
其

の
猫

出
力
を
振

ふ
.

誓

は
な

い
の
で
め
る
。
否
當

瞬
は

、
寧

ろ
中

世
的
束
縛

の
制
度

の
下

に
其

の
驥

足
を
伸

て
こ
ε
が
揖

來
な

か

っ
た

有

産
者

が
、
や
う
や
く

企
業

の
自
由

を
得

て
、
將

に
活

躍
を
恣

に

せ

ん
す

る
の
氣

運

が
、
次
第

に
兆

し
始

め
た
ば

か
b

で
あ
る
。

か

、
る
環
境

の
下
に
於

て
、

ス
ミ
ス
が
偉
大
な

る
洞
察

力

ご
理
解
力

ご
を
以

て
時
勢
を
達
観

し
、

解
放
運
動

の
急
先
鋒

ξ
な
り

た

る
は
、
蓋

し
喜

々
の
大

い
に
畏
敬

す

お
所

で
あ

る
が
、
而

か
も
吾

々
は
、
此

の
解

放
運
動

の
實
質

を
駕
す
も

の
は

、
所

謂
勢
資
相
互
間

の
問
題
で
は

な
く

て
、
熱
賛

を
共

に
古
き
束
縛

よ
力
自
由

な

ら

し
載
る

こ
ご
に
在

っ
た

こ
蓬
を
、
忘
れ

て
は
な

ら
な

い
。
此

の
意
味

に
於

て
、

ス
ミ

ス
は
矢
張
り
時
代

の
子
で

あ
る
に
過
ぎ
な

か

っ
た
.

以

上
私

は
、

ス
ミ
ス
の
自
由
放
任

論

の
黄
櫨

的
内

容
を
説
明

し

、
且

つ
そ
が
今

日
所

謂
解
放
論

ご
大

い
に
其

の

趣
を

異
に

せ
る
こ
ご
を
述

べ
た
。
た

y
最
後

に

一
吉
附

け
加

へ
度

さ
は

、

ス

ミ
ス
の
自
由
放
任

論

に
劃
す

る
私

の

右

の
.見
解

は
「
ス
ミ
ス
を

し
て
今
日

の
時
勢

に
在
ら
し

め
陀

な
ら

ば
」
、

こ
い
ふ
假
定

の
下

に
打
建

て
ら

る

、
で
あ

ら
う
所

の
議

論

ε
は

別
間
題

で
あ

る
、

ε

い
ふ

こ
ε
で

め
る
。
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